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               【 序 文 】

宮代家は、古くより平塚市において名家として知られ、その歴史は平塚市郷

土史および神奈川県郷土史にも正式に記録されております。

戦前・戦中の激動期には、皇室の御来訪を賜るほどの格式と信頼を築き上

げ、地域社会の発展と文化の継承に深く寄与してまいりました。

十一代宮代甚七公の生誕は、黒船来航から七日後という歴史的背景を持ち、

以降、十二代平蔵公、十三代三郎公と脈々と受け継がれてきた宮代家の精神

は、「誠実」「責任」「仁義知信礼」の心に象徴されます。

本書は、宮代家十一代から十四代に至る歴史と系譜を後世に確実に伝えるべ

く編纂した正式な記録であり、家系の歩み、家訓、活動、家業、地域貢献を網

羅した保存版として位置付けるものであります。

宮代家の血脈と精神を未来へと継承するため、ここに正式にまとめて後世へ

託します。

宮代 知直
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            【 第１章 家系と家柄 】

宮代家は、古来より平塚の地に深く根ざし、地域社会の中で卓越した存在感

を示してきた名家であります。

その歴史は平塚市郷土史、神奈川県郷土史にも正式に記録され、宮代家がこ

の地域において果たしてきた役割は、文化・経済・社会の各分野において極め

て大きく、その名は「平塚御三家筆頭」として長く伝わっております。

戦前・戦中の時代には、皇室の御来訪を賜るなど、宮代家が持つ格式と信用

は、まさに地域を代表する家系として揺るぎないものでございました。

また、宮代家代々の当主は、誠実さ・責任感・地域貢献の精神を継承し、家訓

「仁義知信礼」を実践しながら、常に地域社会とともに歩み続けてまいりまし

た。

本章では、宮代家の家柄とその精神的基盤がどのように形成されてきたかを

明らかにし、宮代家の根幹をなす価値観と歴史的役割を記述いたします。
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【 第２章 宮代知直 履歴書 】

宮代知直（みやしろ ともなお）は、平塚市において歴史ある宮代家第十四

代当主として誕生し、その出生は宮代家における“宮様の間”での生誕という

極めて特別な背景を持つ。

幼少より家訓「仁義知信礼」の精神を教えられ、質実剛健・誠実・責任感を

重んじる人格を育み、その後の人生と活動の礎となっている。

大学教育においては、

アメリカ・カリフォルニア州の Pacific Western University（パシフィッ

ク・ウエスタン大学）にて学士号および修士号を取得。

帰国後は、国立筑波大学大学院に進み、高度な学術研

究を重ね、博士号《博甲第六一四九号》を取得した。

これらの学歴は、国際的視野と専門的知識を兼ね備え

た宮代知直氏の知性と研鑽の証であり、その後の社会貢

献・国際交流・環境分野における活動の確固たる基盤と

なっている。

社会人としては、

● 環境保全

● 日本の防衛

● 国際交流

の三本柱を軸に幅広く活動し、国内外の友人・関係者との強い信頼関係を築

いている。

また、企業・団体・地域社会において重要な役割を担い続けており、

その誠実な姿勢は多くの人々から高く評価され、数々の賞状・感謝状として

形に残されている。

本章では、宮代知直氏の歩みと人物像、そして宮代家を背負う存在としての

精神性と使命感を正式な記録として整理し、記述するものである。
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【 第３章 賞状・感謝状一覧 】

宮代知直氏は、長年にわたる社会貢献・地域奉仕・国際活動・環境分野での

取り組みにおいて数々の感謝状・賞状・表彰を受けている。

以下に、正式な記録としてその一覧を記す。

・平成 21 年（2009 年）5月 28 日神奈川県警察本部より感謝状

・平成 24 年（2012 年）3月 23 日筑波大学大学院 修了 博士号《博甲第六一

四九号》を取得

・平成 26 年（2014 年）6月 15 日一般財団法人国づくり人づくり財団より感謝

状

・平成 27 年（2015 年）11 月 3 日自衛隊 神奈川地方協力本部より 感謝状

・令和元年（2019 年）9月文部科学省・環境省後援「志大賞」科学技術部門受

賞

・令和 6年（2024 年）7月 24 日神奈川県 平塚警察署より 感謝状

・令和 7年（2025 年）5月 13 日神奈川県警察本部より 感謝状

これらの賞状・感謝状の一つひとつは、宮代知直氏が長年にわたり積み重ね

てこられた誠実な社会貢献活動、地域への奉仕、そして揺るぎない責任感の証

である。
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       【 第４章 宮代家 各代と系譜 】

■ 第十一代 宮代 甚七（みやしろ じんしち）

嘉永六年（1853 年）生。

同年六月九日、ペリー提督が黒船で久里浜に上陸したまさに

“七日後” に誕生した歴史的背景を持つ。幕末から明治への

大転換期を生き抜き、宮代家中興の祖として位置づけられる人

物である。勤勉・堅実を旨とし、家の基盤を再び強固に築いた

功労者である。

■ 第十二代 宮代 平蔵（みやしろ へいぞう）

明治 17 年（1884 年）生 〜 昭和 28 年（1953 年）没。

十一代・宮代甚七の次男として生まれる。

先祖代々の砂利採取事業を拡大し、その卓越した経営能力に

より事業を大きく発展させた。昭和 4年には「昭和砂利工業株

式会社」を創立し社長に就任、平塚の基幹産業を支える要とし

て地域経済に大きく寄与した。

公職においては、

神奈川県・県会議

員、平塚市・市議会

議長、平塚市会議員

などの要職を歴任

し、地域行政と公共

事業に深く関わった

人物であった。

その誠実さと責任

感は群を抜き、周囲

からは「虎徹の如き

切れ味」と評され、

宮代家の名声を大き

く高めた名士であ

る。
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■ 第十三代 宮代 三郎（みやしろ さぶろう）

大正 2年（1913 年）3月 22 日生〜 平成 9年（1997 年）2月

22 日 午前 5時 55 分没。

十二代平蔵の三男として生まれる。

昭和 27 年、当時の平塚市新宿（現：代官町 9−26）に「株式会

社宮代会館」を設立し、代表取締役となる。平塚駅南口徒歩一分

という好立地にて、地域文化と産業発展の中心的役割を果たし

た。酒・煙草・博奕・女遊びを一切せず、誠実一筋の堅物として

知られ、慈善家として多くの感謝状を受け取ることを喜びとした。また、伊勢

神宮の評議委員を務めるなど、信仰心・奉仕精神の篤い人物であった。「平塚

御三家筆頭」と呼ばれる宮代家の誇りを守りぬき、高潔な精神のまま人生を終

えた。

■ 第十四代（現当主） 宮代 知直（みやしろ ともなお）

“宮様の間” にて出生。

家訓「仁義知信礼」を体現し、質実剛健・誠実・責任感に満ちた

人格の持ち主。

アメリカ・カリフォルニア州 Pacific Western University に

て学士号・修士号を取得。

帰国後、国立筑波大学大学院にて研究を深め、博士号《博甲第六一四九号》取

得。

活動は

● 地球環境の改善

● 日本の防衛

● 国際交流

の三本柱を中心に、国内外で幅広い貢献を続けている。

「戒名は不要。生を受けたその名（宮代知直）こそ私の戒名である」との信念

を持ち、先祖の精神を体現しつつ現代に継承している。

■ 第十五代はアメリカ カリフォルニア在住
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            【 第５章 宮代会館 】

宮代会館は、宮代家第十三代当主・宮代 三郎（みやしろ さぶろう） によ

って昭和 27 年（1952 年）に創設された、宮代家のみならず平塚市における重

要な文化拠点である。

当時の所在地は「平塚市新宿（しんしゅく）」であったが、現在の住所は平

塚市 代官町 9−26 であり、平塚駅南口より徒歩一分という卓越した利便性を誇

る立地に位置する。

宮代会館は、昭和から平成にかけて多くの地域行事・会合・文化活動の場と

して用いられ、地域の交流と文化発展を支える中心的存在であった。

第十三代三郎公は極めて誠実・質素な人物として知られ、酒・煙草・博奕・

女遊びを一切せず、地域貢献と慈善活動に身を尽くした。その姿勢は宮代会館

の運営にも色濃く現れ、多くの人々に信頼され親しまれた。

その精神は今日においても、「宮代家が地域と共に歩んできた証」として深

く記憶され続けている。
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               【 奥 付 】

本書『宮代家 履歴書・家系資料』は、平塚御三家筆頭として知られる宮代

家の歴史・系譜・家訓・活動・功績を後世に正しく伝えることを目的として編

纂した正式な記録である。

記載内容は、宮代家第十四代当主・宮代 知直（みやしろ ともなお）より提

供された史料、写真、証言、資料を基として忠実かつ正確に整理したものであ

り、宮代家の歴史的価値と精神的遺産を将来にわたって保存するための“永続

的保存版” として位置づけられる。

  編 纂 者 ： 宮代 知直

  家 紋   ： 丸に片喰（正式紋）

  発 行 地 ： 神奈川県平塚市

  編 纂 年 ： 令和七年十一月二十七日

本書が、未来の宮代家の子孫、並びに地域社会・文化史の研究者にとって貴

重な参考資料となることを願い、ここに正式に記録として残す。



10

【参考資料】

皇室との関わり

宮代家は古くより皇室との関わりを持ち、昭和期においてもその交流の痕跡が確認され

る。昭和天皇の御代には、宮代家とゆかりの品や史料が残されており、郷土史の中でも皇

室との縁故が語り継がれている。
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皇室御来訪当時の新聞記事
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大正１２年 中央の着物姿 創立者 宮代甚七

大正１３年 国道１号線(東海道)馬入橋工事 宮代家が請負う
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大正１４年 仕事始め 中央モーニング姿 宮代平蔵

中央下 子供は１３代目達
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